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家事の定年はいつですか？
　こんなぼやきが多くの妻たちから聞こえてきそうです。家事はいつ終わるでもなく先が見えません。

　その点、サラリーマンの場合は定年があり、退職すると趣味やボランティア活動など忙しい第2の

人生を楽しむことができます。妻も夫と同じようなことが少しはできますが、炊事、洗濯、掃除、そ

の他家事だけは、ほとんどの妻が担当しているのが実情です。 

　若い世代では分担、協力がかなり実践されている現状ですが、それでもやはり、家事はある意味で

は妻の領域になっています。 

　妻は「・・・してくれるだろう」と思っているのに、実際に 「何をしたらいいのか」「何がしてほし

いのか」が、夫はしっかり分かっていないのです。こうした意識

のズレが生じていることも事実です。 

　「この部分を手伝ってほしい」など、妻は夫に協力してほしい

事柄や事情をよく伝え、話し合えば双方のズレは大部分解消し、

理解し合えると思います。妻は頼み上手に、夫は頼まれ上手に

なる必要があります。そのためには、普段からお互いの会話が

非常に大切です。事務的に役割分担するのではなく、お互いを

思いやる心で家族を大事にするという意識が大切です。そうす

ることで男女共同参画の姿・形が少しでも見えてくるのではない

でしょうか。 さんかくサポーター＜J＞

居照会先巨さんかくサポーター事務局（まちづくり推進課内）緯23―6831
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